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  A case of heterotopic bone formation in the right kidney is presented． The case was a 58－year－

old woman who complained of right flank pain． Excretory pyelography revealed that the kidney

was nonfunctioning and had a few calcification shadows． The right kidney was removed．

  By histological examination of the surgical specimen， the heterotopic bone formation with bone

marrow was found beneath the renal pelvic mucous membrane．
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緒 言

 異所性骨形成は，眼，筋，腎，心弁膜，心筋，大動

脈肺，胸膜などの諸臓器に稀に発生することが知ら

れている．このうち，腎における異所性骨形成は，腎

腫瘍，炎症，結石，発育不全などに伴って認められる

ことが報告されている．われわれは最近，発育不全腎

に巣状の骨形成を伴った症例を経験したので，文献的

考察を加えて報告する。

症

患者158歳，女性

初診lI980年7月8日

主訴1腰痛

家族歴＝特記することなし．

例

既往歴：肺結核にて，34歳から39歳まで某療養所に

入院

 現病歴：某医にて腹部単純撮影により，右腎結石と

診断され，当科を受診した．KUB， IVPにて右腎の

萎縮，無機能及び結石形成が認められたが，手術を希

望せず，約1年聞外来通院を続けた．1983年10月にな

り，手術を決意し入院となる．

 現症1身長147 cm，体重43 kg，脈拍72／min，整，

血圧140／98 mmHg，体温36．4℃．胸腹部は理学的に

正常．肝，腎とも触知せず．

 入院時検査成績1

 血算；RBC 442×104／mm3， Hb 12．8g／dl， Ht

38． 5％， WBC 7，100／mm3

 血液化学；ca 9．1mg／dl， P 3．7 mg／dl， Al－P lo8

1u／l，他の血液化学検査はすべて正常値．

 検尿；黄色透明，比重1，010，pH 6．0，糖（一），蛋

白（一），尿沈査は異常なし．



東條・ほか：腎・異所性骨形成

Fig． 1． KUB
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Fig． 2． IVP

撚馨

Fig．3．組織学的所見（H－E染色）

羅

Fig．4．組織学的所見（強拡大）

 PSP試験；15分値34％，120分値81％．

 胸部レ線・心電図：異常なし．

 膀胱鏡検査；膀胱粘膜は正常．右尿管口はやや奥

に位置していた．左尿管口は位置，形態とも正常．

 レ線検査；KUBでは右腎の発育不全と，：右腎部

の結石様陰影を認めた（Fig．正）． IVPでは懇懇は無

機能（Fig．2）． RPは右尿管口からの尿管カテの挿

入が不能で施行できなかった．

 以上の所見，検査結果より，右腎の発育不全と無機

能の診断のもとに，1983年10月24日，全身麻酔下に右

腎摘出術を施行した．

 摘出標本の肉眼的所見＝摘出腎は，6×3×2．5 cm，

重量26gと著明に小さく，表面には小嚢胞が数個認

められた．割面では，皮髄境界，腎孟は明らかではな

かった．

 摘出標本の組織学的所見＝組織学的には，腎皮質は

狭く，糸球体の残存は認められず，嚢胞の形成と尿細

管の甲状腺様変化が認められ，間質の線維化が目立

つ．狭小化した皮質に接して，腎孟脂肪織との間には

硝子化を伴う厚い線維性組織により被われる嚢胞様構

造が認められ，内面の被覆上皮は認められない．この

線維性被膜内には脂肪髄を含む骨梁が形成され，石灰

沈着を伴っている （Fig．3），強拡大では，脂肪髄の

一部には小量の赤芽球形質細胞などが存在し，また

骨梁に接して少数のosteoblastic ccllも認められた

（Fig．4）．結核などの特異性炎症所見は確認できな

かった．また腎動脈枝には軽度の動脈硬化性変化を認

めた．

考 察

 異所性骨形成はほとんどすべての臓器において発生

することが知られている．その成因について，Wo・

oley1）によれば，1）胎生期の骨形成組織の残存説，2）

骨芽細胞の異所性血行転移説，3）組織化生説の3つが

あげられている，

 これまでに腎における異所性骨形成の発生機序に関

しては，2つの実験群が報告されている，第1群は，

1902年のSacerdotti＆Frattin2）tlこよる実験で，腎

門部血管の結紮後に結紮腎の萎縮，皮質の壊死，石灰

沈着及び腎孟粘膜下の骨形成が報告され，その後にも

多くの追試確認がされている．第2群は，尿路上皮が間

葉組織を誘導して骨形成を来すというものであり，こ

れに関してはHuggins3）がイヌの膀胱，尿管，腎孟

粘膜を腹部筋膜下に自家移植し，尿路上皮からなる嚢
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  症例数
年

Table 1．年齢分布

5

泌尿紀要 32巻 7号 1986年

Table 5．腎孟粘膜に骨形成を認めた8例

10 15

症例年齢性患側 原 疾 患 骨髄

O－10

11・一10

21一一30

31一一40

41’一50

51－60

61－70

71n一一80

110｝33女主
211，57男左
311，18男左
412）26女右
513，32出国
614）67女右
7 15｝33女右
8嘉58女 右

水 腎 症

慢性腎孟腎炎による萎縮腎

腎結石・腎孟移行上皮癌

腎 結 石

発育不全腎

萎 縮 腎

慢性糸球体腎炎

発育不全腎

（＋）

（＋）

（＋）

（一一）

（＋）

？

（＋）

（＋）

Tablc 2．性別・患側

症例数 10 20

男

女

症例数

患 10 側
20

左

右

Table 3．骨形成に合併した腎疾患

嚢    胞

腎悪性腫瘍

発育不全腎
慢性腎孟腎炎

腎

酒

水

腎周
腎

結  石

外 傷

腎 症

 囲炎

結 核

13

12

10

4

4

2

3

1

1

Table 4．骨形成部位及び骨髄の有無

骨形成部位 灘有骨無髄不明計

腎孟粘膜下

腫瘍組織内

嚢 胞 壁

腎 被 膜

不   明

  計

o

o

9

4

0

13

6

2

5

3

1

17

1

0

1

0

2

4

1

8

3

2

0

14

8

10

9

5

3

35

胞形成及びその嚢胞上皮下に骨髄を伴う骨形成を認め

ている．これも，Leriche and Policard4），小林ら5）

によって追試確認されている．

 臨床的には，腎の異所性骨形成は各種の腎疾患に合

併することが知られている．本邦報告例は大橋ら6）が

集計した31例があるが，今回の自験例並びに彼らの集

計以後の3例7～9）を加えた35例を分析すると（Table

1），年齢分布は3歳から75歳までの広い範囲にわたっ

ているが，20歳代に最も多く，以下30歳代，40歳代の

順に発生が多くなっている，性別では（Table 2），女

性に多く男性の約1．4倍の発生数を示している．患側

の左右差についてはほとんど差は認められない．骨形

成を合併した腎疾患では （Table 3），嚢胞，悪性腫

瘍，発育不全腎を合わせると全体の7割を占めてい

る．骨形成部位は（Table 4），腎孟粘膜下，腫瘍組織

内，嚢胞壁に多く認められるが，腎被膜は少ない．熱

狂粘膜下に骨形成を認めた8例を比較検討すると（Ta－

ble 5），本症例は摘出標本の肉眼的所見，組織学的所

見などから，Table 5の症例513）とよく似ている．

飯塚16）（1960）は腎の動静脈を同時に結紮した場合に

のみ，腎孟粘膜の機能充進が起こり骨形成を見ること

を指摘し，腎動静脈の同時結紮時における腎孟粘膜の

血液供給状態の差が骨形成の重要な因子であると述べ

ている．発育不全腎，萎縮腎においても，この血流バ

ランスの変化が腎孟粘膜下の骨形成に関与しているこ

とが考えられる．飯塚16），中沢17）は，腎茎血管を集籏

結紮した際に生じる骨形成は腎癌粘膜下の結合織の部

分であり，これは腎孟粘膜上皮による骨組織の誘導化

生であるとしている．

 他方，三宅18）は骨形成家兎で，腎茎結紮側で健側に

比べCaが16日目で3倍，40日目では16倍になって

おり，また骨形期にはCaが多量に動員されること

から，骨形成にはCa塩が必要な因子であるとして

いる．また西村19）は腎茎血管結紮により，腎孟上皮下

及び筋層下に間葉系反応が起こることが骨に化生する

ための主役であると述べている．

 腎の異所性骨形成に関しては，このように実験的に
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証明されてはいるものの，臨床的にはPearlmann20），

Haber2i）らが骨組成の存在以外は全く正常の腎組織

を持つ症例を報告するなど，異所性骨形成発生機序に

ついてはいまだ不明の点が多く存在する，というのが

現況である．

結 語

 58歳女性で右腎孟粘膜下に異所性骨形成を認めた症

例を報告し，腎の異所性骨形成の発生機序について若

干の文献的考察を行なった．

 稿を終えるにあたり，御指導と御校閲を賜わった千葉大学

島崎 淳教授に深謝いたします．
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